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都道府県と市町村の役割分担

　国民健康保険制度は、日本の国民皆保険の基盤となる仕組ですが、「年齢構成が高く医療費水準が高い」、
「所得水準が低く保険料の負担が重い」、「財政運営が不安定になるリスクの高い小規模保険者が多く、財政
赤字の保険者（市町村）も多く存在する」という構造的な課題を抱えていました。

平成30年4月から
国民健康保険制度が変わります

【見直し点】
○国の責任として約3,400億円の追加
的な財政支援（公費拡充）を行います。

○都道府県と市町村がともに国民健康
保険の保険者となり、それぞれの役割を
担います。

【見直しによる効果】
○都道府県内での保険料負担の公平な支え合い
県が市町村に応じた保険料負担の額を決定し、保険給付に必要な費用を全額支払いま
す。これにより、市町村の財政は従来と比べて大きく安定します。
○サービスの拡充と保険者機能の強化
市町村との協議に基づき、県内で統一した運営方針を定め、市町村が担う事務の効率化、
標準化、広域化を推進していきます。

【お問い合わせ先】　熊本県健康福祉部　国保・高齢者医療課  ☎096-333-2223（直通）
　　　　　　　　　氷川町役場　健康福祉課　国民健康保険係 ☎52-5852（直通）

【主な変更点】
○平成３０年度から、都道府県も国民健康保険の
保険者となります。
※資格（加入喪失手続きや、被保険者証の発行）や
保険料の賦課・徴収などの身近な窓口は、引き続き
お住いの市町村です。
○新しい被保険者証などには、居住地の都道府県
名が表記されるようになります。

都道府県も国民健康保険制度を担うことになりました

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

・財政運営の責任主体

・国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
　広域化を推進

・市町村ごとの標準保険料率を算定・公表

・保険給付費等交付金の市町村への支払い

・国保事業費納付金を都道府県に納付

・資格を管理（被保険者証等の発行）

・標準保険料率などを参考に保険料率を決定・保
　険料の賦課・徴収

・保険給付の決定、支給
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熱
闘
！
真
夏
の
体
育
祭

大会結果

　
7
月
23
日
、竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に
お
い
て
、第
12
回
町
民
体
育

祭
夏
季
大
会（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
・
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
の
部
）

が
行
わ
れ
、33
地
区
か
ら
9
9
9
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
で
は

前
日
の
雨
の
影
響
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
ボ
ー

ル
が
う
ま
く
転
が
ら
ず
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
中
で
も
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
る
選
手
も
い

て
、
拮
抗
し
た
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
の

部
は
、
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け
合

い
、
予
想
外
の
方
向
へ
跳
ね
る

ボ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
で
つ
な
ぐ
な

ど
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
が
多
く
、
各

チ
ー
ム
白
熱
し
た
展
開
と
な
り
ま

し
た
。

第
１２
回
町
民
体
育
祭
夏
季
大
会

〈ふらばーるバレーの部〉
優　勝　　有　佐

準優勝　　東網道

第３位　　中大野

〈グラウンドゴルフの部〉
優　勝　　北鹿野

準優勝　　新　村

第３位　　下　宮

▲ふらばーるバレーの部準優勝：東網道地区

▲ふらばーるバレーの部優勝：有佐地区

▲選手宣誓

▲声を掛け合い息の合ったプレー

▲優勝決定！歓喜！

▲ボールの行方は？

▲グラウンドゴルフの部準優勝：新村地区

▲グラウンドゴルフの部優勝：北鹿野地区
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暑
さ
に
負
け
ず
踊
り
歩
く

暑
さ
に
負
け
ず
踊
り
歩
く

【大会結果】

　

7
月
29
日
、宮
原
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、第
12
回
納
涼
祭
流
し
踊

り
大
会
が
行
わ
れ
、13
団
体
・
４
７
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

力
強
い「
ひ
の
き
み
太
鼓
」に
よ
る
演
奏
で
幕
を
開
け
る
と
、四
宮
観

光
物
産
協
会
長
が「
今
日
の
主
役
は
皆
さ
ん
で
す
。町
の
皆
が
サ
ポ
ー

タ
ー
で
す
。元
気
に
踊
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
あ
い
さ
つ
。軽
快
な
サ
ン
バ

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、一
斉
に
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
祭

り
を
盛
り
上
げ
、暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
舞
が

夏
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。

第
１２
回
納
涼
祭
流
し
踊
り
大
会

【総合優勝】  氷川町自衛隊家族会
【団体の部 優勝】 氷川町商工会
【子どもの部優勝】 氷川町子ども会
【ハッスル賞】  氷川中学校
【アイディア賞】  やすらぎ荘
【特別賞】  介護老人保健施設  八祥苑
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竜西っ子の1学期

　竜北西部小学校では、 ４月２８日（金）に「1 年生を迎える会・歓迎遠
足」を行いました。体育館で各学年の出し物や1年生とのレクリエーションの後、晴天の中、鏡ヶ
池公園まで、元気に歩きました。1 年生とも、みんなすっかり仲良くなり、とても楽しい時間を過
ごすことができました。

すくーる
　らいふ
school life
（竜北西部小学校）

「1年生を迎える会・歓迎遠足」

　５月２８日（日）竜北西部小学校の大運動会が行われました。「ころんでも　みんなへつなごう
心のバトン」をスローガンに、暑さが続く中、子どもたちはダンスや団体競技、応援などの練習
に主体的に取り組みました。運動会当日は、子どもたちが各種目に一生懸命取り組む姿がとても
光りました。子どもたち一人一人が輝いた１日でした。

竜北西部小学校大運動会
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すくーるらいふ

　竜北西部小学校と竜北中学校との連携交流を行いました。7月10日（月）から7月14日（金）にかけて、
竜北中学校の生徒会役員が、竜北西部小学校正門であいさつ運動を行ってくれました。初めは下を向
いて挨拶をしていた小学生も、少しずつ顔を上げて元気な挨拶をできるようになってきました。また、
14日には、竜北中生徒会による6年生への訪問授業「ようこそ先輩」が行われ、中学校生活について
紹介してくれました。中学生のしっかりした態度に触れて、小学生もとても刺激になったようです。夏休
みには 6 年生の学習会に、中学生も参加して、勉強を教えてくれました。小中連携に協力してくださっ
た竜北中学校の先生方、小学生と交流してくれた中学生のみなさん、本当にありがとうございました。

「ありがとう　竜北中学校の先輩たち」

　6月23日（金）に「文化交流による子どもの育成事業」が行われました。これは文化芸術団体が巡回
公演を行い、子どもたちに文化芸術を鑑賞・体験させる文化庁の事業です。今回は、若梅研能会のみ
なさんが来校され、狂言「痺（しびり）」と能「船弁慶」の舞台を鑑賞しました。5月に行われたワークショッ
プで義経役に選ばれた6年生の尾崎翔くんも舞台に登場し、立派に義経を演じました。子どもたちにとっ
ては普段触れることのない、古くからの日本の文化を、観て、感じて、体験するとてもいい機会になり
ました。

「日本の文化に触れるいい機会になりました！」
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◆
対
象
研
修

　

国
内
外
の
先
進
地
で
の
研

修
、
調
査
お
よ
び
視
察
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
目
的
の
た
め
に

実
施
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

①
教
育
や
文
化
、
産
業
な
ど
の

分
野
で
、
視
野
を
広
め
、
知

識
や
技
術
な
ど
を
身
に
付
け

る
た
め

②
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の

手
法
を
体
得
す
る
た
め

※

研
修
後
の
町
内
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
な
い
も
の

や
、
助
成
意
義
が
薄
い
も
の

は
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
）

※

同
一
の
研
修
へ
の
申
込
は
５

人
以
内
で
す
。

①
町
内
に
居
住
し
て
い
る
人

で
、
申
請
時
点
で
満
年
齢
60

歳
以
下
の
人

②
地
域
活
動
や
団
体
活
動
に
参

加
す
る
な
ど
、
帰
町
後
そ
の

成
果
を
積
極
的
に
生
か
す
と

認
め
ら
れ
る
人

③
過
去
３
年
以
内
に
本
助
成
金

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
助
成
額

　

交
通
費
、
宿
泊
費
の
実
費
額

（
氷
川
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
で
定
め
ら
れ
た
額
を

上
限
）
、
研
修
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
費
用
を
対
象
と
し
、
そ

の
７
割
以
内
の
額
を
助
成
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
国
内
研
修
の
場
合

は
10
万
円
、
国
外
研
修
の
場
合

は
30
万
円
が
上
限
で
す
。
（
千

円
未
満
は
切
捨
て
）

※

助
成
の
適
否
は
、
氷
川
町
人

材
育
成
派
遣
研
修
選
考
委
員

会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
ま

す
。

 

下
水
道
の
役
割

○
家
の
環
境
が
良
く
な
り
ま
す

　

水
洗
便
所
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
清
潔
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
町
の
環
境
が
良
く
な
り
ま
す

　

排
水
を
水
路
や
側
溝
に
垂
れ

流
さ
な
く
な
る
た
め
、
悪
臭
や

害
虫
な
ど
の
発
生
を
抑
え
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

○
川
や
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま

す

　

排
水
は
下
水
処
理
場
で
き
れ

い
に
処
理
さ
れ
ま
す
。

 

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

　

町
で
は
、
快
適
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
公
共
下

水
道
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

整
備
さ
れ
た
下
水
道
も
、
地

域
に
居
住
す
る
皆
さ
ま
が
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
な
け

れ
ば
、
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。

　

供
用
開
始
に
な
り
ま
し
た
区

域
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
下
水
道
課　
下
水
道
係

　
☎
52
・
５
８
６
２
（
直
通
）

◆
申
請
方
法

　

申
請
書
を
氷
川
町
役
場
宮
原

振
興
局
総
務
振
興
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
期
限

　

平
成
30
年
１
月
31
日

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宮
原
振
興
局　
総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
☎
62
・
２
３
１
７
（
直
通
）

活
用
し
ま
せ
ん
か
？
人
材
育
成
研
修
助
成
制
度

氷
川
町
人
材
育
成
研
修
助
成
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
町
民
が
自
主
的
に
行
う
人
材
育
成
研
修
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
も
っ
て
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
を
計
画
さ
れ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

皆
で
作
ろ
う
住
み
よ
い
環
境

　

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。

　

「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
年
）
に
下
水
道

の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
て
、
「
全
国
下
水
道
推
進
デ
ー
」
と
定

め
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）
に
旧

下
水
道
法
制
定
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
「
下
水
道
の
日
」
に
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
公
衆
衛
生
の
向
上
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新 刊 図 書

【お問い合わせ先】  八火図書館　☎62-3489　  http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/

八

火

図

書

館

り
よ
だ

一般書 児童書
寂しい生活

稲垣　えみ子／著
風とにわか雨と花

小路　幸也／著
天才たちはいかにして出会ったのか
美輪明宏と「ヨイトマケの唄」

佐藤　剛／著
モノが減ると、家事も減る
家事の断捨離

やました　ひでこ／著
面白い！役に立つ！実用　生
活法律事典

石原　豊昭／監修

世界一の三人きょうだい
グードルン・メプス／作

ウォルト・ディズニー伝記
ビル・スコロン／作

今こそ知りたい！三権分立　
全３巻
山根　祥利・平塚　晶人／監修
おもしろい！進化のふしぎ
続　ざんねんないきもの事典

今泉　忠明／監修
シリーズ「ゴミと人類」
過去・現在・未来　全３巻

稲葉　茂勝／著

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
た
く
さ
ん

の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
学
習
ス
ペ
ー
ス
で
勉
学
に

励
む
人
や
読
書
を
楽
し
む
人
、
ま

た
夏
休
み
の
宿
題
や
趣
味
の
た
め

に
本
を
借
り
る
人
な
ど
で
図
書
館

は
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
重
ね

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
９
月
に
な
り
、
暦
の
上
で

は
初
秋
に
。
日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
朝
晩

は
少
し
ず
つ
過
ご
し
や
す
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
だ

ん
だ
ん
と
深
ま
っ
て
行
く
秋
の

気
配
を
感
じ
な
が
ら
、
本
を
片

手
に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぐ
時

間
を
持
ち
ま
せ
ん
か
？
図
書
館

で
は
、
芥
川
賞
や
直
木
賞
の
受

賞
作
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

本
を
用
意
し
て
み
な
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

開館時間
平　　日　10時～18時
　　　　 （木曜日　10時～20時）
土・日曜　10時～17時
休館日
月曜・祝日
※詳しくはスタッフにお尋ねください。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
野
津
古
墳

群
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
指
定
文

化
財
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

物
見
櫓
古
墳
出
土
陶
質
土
器

（
町
指
定
有
形
文
化
財
）

　
「
陶
質
土
器
」
と
は
３
世
紀
か

ら
７
世
紀
頃
に
、
朝
鮮
半
島
で
作

ら
れ
た
焼
き
物
の
こ
と
で
、
古
墳

時
代
（
３
世
紀
末
〜
７
世
紀
）
か

ら
日
本
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

須
恵
器
の
ル
ー
ツ
で
す
。
高
い
温

度
（
約
千
度
）
で
焼
か
れ
た
も
の

で
、
大
変
堅
く
、
た
た
く
と
キ
ン

キ
ン
と
し
た
音
が
出
ま
す
。

　

物
見
櫓
古
墳
か
ら
出
土
し
た
陶

質
土
器
の
種
類
に
は
、
ツ
ボ
、
ハ
ソ

ウ
（
酒
を
入
れ
る
器
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
有
蓋
把

手
付
鉢
（
フ
タ
付
き
、

把
手
付
き
の
鉢
）
は

日
本
国
内
で
も
ほ
と

ん
ど
出
土
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
破

片
で
し
か
出
土
し
て
い
な
い
の
が
残

念
な
と
こ
ろ
で
す
。

物
見
櫓
古
墳
出
土
垂
飾
付
金
製
耳
飾

（
町
指
定
有
形
文
化
財
）

　

垂
飾
付
耳
飾
は
、
朝
鮮
半
島
と

関
係
が
深
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
す
。

銀
や
金
銅
製
の
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
は
金
製
で
す
。
垂

飾
付
耳
飾
の
出
土
例
は
全
国
で
50

例
ほ
ど
あ
り
、
５
世
紀
か
ら
６
世

紀
の
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
出
土

し
て
い
ま
す
。

　

物
見
櫓
古
墳
の
耳
飾
は
金
製
で
、

長
さ
6.2
㎝
、
重
さ
約
15
ｇ
で
す
。

鎖
の
部
分
は
二
重
に
な
っ
て
お
り
、

丁
寧
な
作
り
で
す
。
球
形
の
飾
の

部
分
は
空
洞
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

球
に
直
径
１
㎜
の
金
粒
や
刻
み
目

入
り
の
突
帯
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

非
常
に
優
れ
た
も
の
で
す
。

▲垂飾付金製耳飾

▲陶質土器

文化財つれづれ
氷川町内の文化財を紹介するコーナーです。

【お問い合わせ先】 氷川町教育委員会生涯学習課　　☎５２-５８６０（直通）

と
っ
た
い

た
れ
か
ざ
り
つ
き



　これは、平成28年度住民健診で血糖値が高かっ
たＡさん(60代男性)が先日教えてくださった言葉
でした。
「食事と運動でこやん下がったけん、見せにきたよ！」とデータをお持ちくださいました。
薬物療法と併せた「食事療法」「運動療法」の重要性を教えてくださったＡさんについてご紹介
します。
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